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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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マグネシウム合金圧延板の結晶粒度試験方法 
Methods for determining average grain size of magnesium alloy sheets 

 
1 適用範囲 

この規格は，曲げ，張出し，深絞りなどの成形に使用する，マグネシウム合金の圧延板（以下，製品と

いう。）の結晶粒度を決定する試験方法について規定する。 

 

2 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

2.1 

結晶粒 

金属を構成する多数の微小な結晶の一つ。顕微鏡観察のために研磨及び調製された試料観察面に現出す

る，境界（以下，結晶粒界という。）に囲まれた粒状の領域。ただし，図 1 に示すような双晶は結晶粒とみ

なさない。 

 

図 1－結晶粒の定義 

2.2 

結晶粒度 

結晶粒の平均的な大きさ。粒度番号の平均値で表す。 

2.3 

粒度番号 

試料観察面の 1 mm2 当たりの平均結晶粒数 m との間で Gm 28×＝ の関係を満足させる G の値。正数，ゼ

ロ又は負数の場合もある。 
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